『金瓶梅』第一奇書本の評点に関するいくつかの問題について by Kawashima, Yuko
広島大学学術情報リポジトリ
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述
し
た
う
に
、
鳥
は
第
一
書
本
の
の
に
つ
い
て
五
の
目
を
、
「
テ
キ
ス
ト
に
つ
て
は
内
の
一
、
二
を
く
が
、
多
く
は
全
部
を
せ
る
」
と
す
る
が
、
体
的
に
の
状
況
は
以
の
り
で
あ
る
。
 
〈
第
一
〉
、
（
二
）
竹
、
（
）
意
説
、
（
一
）
、
（
九
）
小
、
（
三
）
説
、
（
四
）
家
人
、
（
五
）
家
人
、
（
六
）
過
、
（
七
）
金
過
人
目
、
（
三
）
房
、
〈
第
二
〉
〈
第
三
〉
（
五
）
読
（
八
）
第
一
書
目
一
例
、
（
二
）
金
、
（
四
）
書
説
、
。
〈
第
四
〉
第
一
回
（
以
、
回
前
評
ア
リ
）
（
）
に
お
い
て
は
、
（
三
）
「
房
」
と
（
五
）
「
読
」
の
間
に
を
。
ま
た
、
第
一
回
以
、
回
前
に
評
を
す
。
こ
の
「
」
に
つ
い
て
は
、
田
大
学
書
の
二
種
が
デ
ジ
タ
ル
さ
れ
て
い
る
（
）
。
そ
こ
で
参
考
ま
で
に
こ
の
二
種
に
つ
い
て
も
状
況
を
示
す
。
 
 
 
〈
第
一
〉
、
（
二
）
竹
、
（
）
意
説
、
（
一
）
、
（
九
）
小
、
（
三
）
説
、
（
四
）
家
人
、
（
五
）
家
人
、
（
六
）
過
、
（
七
）
金
過
人
目
、
（
三
）
房
、
（
五
）
読
、
（
八
）
第
一
書
目
一
例
、
（
二
）
金
、
（
四
）
書
説
、
。
〈
第
二
〉
第
一
回
（
以
、
回
前
評
ア
リ
）
 
 
 
〈
第
一
〉
、
（
八
）
第
一
書
目
、
、
第
一
回
（
回
前
評
ア
リ
）
（
二
）
竹
、
（
）
意
説
、
（
一
）
、
（
九
）
小
、
（
三
）
説
、
（
四
）
家
人
、
（
五
）
家
人
、
（
六
）
過
、
（
七
）
金
過
人
目
、
（
三
）
房
、
（
五
）
読
、
一
例
、
（
二
）
金
、
（
四
）
書
説
、
。
〈
第
二
〉
第
二
回
（
以
、
回
前
評
ア
リ
）
同
じ
「
」
で
あ
っ
て
も
、
は
（
三
）
「
房
」
と
（
五
）
「
読
」
の
間
に
を
の
に
対
し
、
参
考
に
は
が
な
く
、
参
考
Ｂ
は
（
八
）
「
第
一
書
目
」
を
す
る
の
み
で
、
竹
批
評
の
と
も
い
う
べ
き
（
五
）
「
読
」
は
見
ら
れ
な
い
。
 
〈
第
一
〉
、
（
一
）
、
（
四
）
家
人
、
（
五
）
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家
人
、
（
六
）
過
、
（
七
）
金
過
人
目
、
（
三
）
房
、
（
）
意
説
、
（
二
）
竹
、
（
九
）
小
、
（
三
）
説
、
（
五
）
読
、
（
八
）
第
一
書
目
一
例
（
二
）
金
（
四
）
書
説
、
。
〈
第
二
〉
〈
第
三
〉
第
一
回
（
以
、
回
前
評
ア
リ
）
 
〈
第
一
〉
、
（
九
）
小
、
一
例
、
（
三
）
房
、
（
一
）
第
二
ウ
ラ
（
第
四
三
ま
で
、
（
五
）
読
第
四
ウ
ラ
ま
で
、
（
二
）
竹
第
二
ウ
ラ
ま
で
、
（
三
）
説
、
（
一
）
第
三
オ
テ
（
第
四
四
）
か
ら
、
（
二
）
竹
第
三
オ
テ
か
ら
、
（
五
）
読
第
五
オ
テ
か
ら
、
（
四
）
書
説
、
（
二
）
金
、
（
）
意
説
、
（
四
）
家
人
第
三
、
第
一
の
み
、
（
八
）
第
一
書
目
、
（
五
）
家
人
、
（
六
）
過
、
（
七
）
金
過
人
目
、
第
一
回
（
以
、
回
前
評
ナ
シ
）
に
か
な
り
の
が
め
ら
れ
る
こ
と
は
と
ま
ず
き
、
の
三
種
の
版
本
に
つ
い
て
、
の
の
目
と
は
、
そ
れ
れ
全
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
参
考
、
参
考
Ｂ
の
う
に
、
同
じ
「
」
で
あ
っ
て
も
テ
キ
ス
ト
に
っ
て
同
が
で
き
た
が
、
今
回
対
照
し
た
三
種
の
「
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
も
の
が
前
後
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
論
子
大
学
的
『
批
評
第
一
書
金
』
」
（
学
学
報
（
社
学
版
）
第
二
五
第
五
、
二
〇
一
〇
）
に
れ
ば
、
「
本
究
本
」
で
あ
る
大
書
本
、
子
大
学
本
に
つ
い
て
は
に
も
い
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。 以
、
の
に
つ
い
て
は
、
版
本
に
っ
て
が
に
大
き
く
、
同
版
で
あ
っ
て
も
さ
れ
る
目
や
そ
の
に
の
い
が
在
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
た
。
何
が
、
ど
の
で
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
と
、
評
者
の
意
を
つ
け
る
こ
と
は
め
て
難
し
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
竹
評
の
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
時
代
に
作
ら
れ
た
『
金
』
の
注
書
『
金
訳
文
』
は
、
の
に
見
ら
れ
る
難
に
つ
い
て
も
す
る
が
（
）
、
こ
こ
か
ら
は
、
ら
が
本
と
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
に
は
な
く
と
も
「
房
」
「
過
」
「
金
過
人
目
」
「
」
が
あ
っ
た
こ
と
（
ま
た
お
そ
ら
く
こ
の
で
あ
っ
た
こ
と
）
は
え
る
も
の
の
、
「
読
」
中
の
は
取
り
ら
れ
て
お
ら
ず
、
竹
の
『
金
』
が
示
さ
れ
る
「
読
」
を
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
馬
の
日
、
書
か
ら
は
、
が
竹
の
「
読
」
を
読
み
込
み
、
自
作
の
文
に
も
す
る
な
ど
、
大
き
な
を
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
）
。
テ
キ
ス
ト
に
っ
て
、
『
金
』
の
読
み
、
あ
る
い
は
「
竹
評
な
る
も
の
」
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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に
、
批
に
つ
い
て
し
て
い
き
た
い
。
「
注
本
」
に
れ
ば
「
本
究
本
」
に
は
大
の
批
が
で
き
る
が
、
に
つ
い
て
は
批
が
見
ら
れ
ず
、
に
つ
い
て
の
み
批
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
試
み
に
の
批
を
、
「
注
本
」
と
対
照
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
（
第
六
回
九
オ
テ
、
第
七
八
回
二
オ
テ
、
第
七
九
回
四
ウ
ラ
五
オ
テ
）
、
「
注
本
」
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
（
第
三
九
回
七
オ
テ
、
第
四
七
回
九
オ
テ
、
第
五
八
回
二
ウ
ラ
、
第
八
三
回
七
オ
テ
、
第
九
三
回
三
ウ
ラ
（
）
）
が
で
き
る
。
ま
た
、
で
批
と
し
て
さ
れ
て
い
る
も
の
が
（
第
七
九
回
二
五
ウ
ラ
）
、
「
注
本
」
で
は
批
と
さ
れ
て
い
る
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
批
間
の
文
の
同
（
第
五
回
二
ウ
ラ
、
第
五
一
回
三
オ
テ
、
第
七
八
回
二
ウ
ラ
）
も
で
き
る
。
以
、
批
に
つ
い
て
は
、
さ
れ
て
い
る
版
本
と
さ
れ
て
い
な
い
版
本
と
が
在
す
る
こ
と
、
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
テ
キ
ス
ト
に
っ
て
の
い
や
文
の
同
な
ど
が
在
し
て
い
る
可
能
性
が
い
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
実
の
問
題
は
り
で
あ
る
。
批
が
さ
れ
て
い
な
い
版
本
は
、
に
そ
の
批
を
く
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
批
と
い
う
形
で
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
批
が
に
さ
れ
る
の
に
対
し
、
本
文
に
割
注
の
形
で
入
さ
れ
る
批
、
あ
る
い
は
文
の
ら
に
さ
れ
る
批
は
、
後
述
す
る
と
同
、
本
文
を
読
う
え
で
否
が
で
も
目
に
入
っ
て
く
る
た
め
、
読
み
に
与
え
る
は
り
大
き
い
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
主
に
第
三
九
回
を
取
り
て
を
え
た
い
。
批
に
つ
い
て
は
、
で
同
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
（
「
画
」
と
「
画
」
と
い
っ
た
か
い
文
の
同
を
く
）
、
批
に
つ
い
て
は
、
な
る
文
同
に
と
ど
ま
ら
な
い
い
が
さ
れ
る
。
以
、
体
的
な
例
を
な
が
ら
し
て
い
き
た
い
（
体
は
に
一
す
る
）
。
 
第
三
九
回
五
ウ
ラ
第
七
行
批  
「
不
重
」 
第
三
九
回
五
オ
テ
第
一
行
批  
「
五
不
重
」
第
三
九
回
四
オ
テ
第
一
行
批
「
不
重
」
「
注
本
」
は
批
「
、
不
」
に
作
る
。
文
の
同
は
な
か
ら
に
で
き
る
。
た
と
え
ば
〈
例
一
〉
は
、
月
九
日
に
を
参
に
れ
た
が
、
に
け
ら
れ
る
を
目
に
す
る
場
面
に
さ
れ
た
批
で
あ
る
。
の
が
「
」
「
五
」
「
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
は
い
ず
れ
も
「
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、
「
」
も
「
五
」
も
、
「
」
の
と
見
ら
れ
る
。
「
」
「
五
」
に
つ
い
て
は
本
文
と
が
生
じ
る
が
、
「
」
「
」
「
」
、
ま
た
「
不
重
」
「
不
重
」
の
同
に
つ
い
て
は
、
意
は
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
批
評
と
し
て
立
す
る
。
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第
三
九
回
七
ウ
ラ
第
四
行
批
「
反
」
本
文
は
「
」
第
三
九
回
六
ウ
ラ
第
一
行
批
「
反
可
」
本
文
は
「
」
第
三
九
回
六
オ
テ
第
四
行
批
「
反
可
」
本
文
は
「
」
「
注
本
」
は
批
「
反
「
」
可
」
に
作
る
。
こ
の
批
は
、
が
で
子
の
た
め
に
に
を
し
て
も
ら
う
、
そ
の
文
の
一
部
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
の
が
さ
れ
、
そ
の
後
に
「
中
三
代
」
と
、
の
中
、
三
代
の
の
が
ら
れ
る
。
「
（
つ
い
で
に
る
）
」
と
い
う
は
「
可
（
か
わ
し
い
）
」
、
と
い
う
で
あ
る
。
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
文
が
そ
れ
れ
「
」
「
」
と
な
っ
て
お
り
、
批
も
そ
れ
に
対
し
て
い
る
が
、
に
つ
い
て
は
「
」
に
作
り
、
「
反
」
と
い
う
批
と
も
対
し
て
い
な
い
た
め
に
意
が
わ
か
り
に
く
い
。
 
 
第
三
九
回
一
ウ
ラ
第
九
行
批
 
ナ
シ
第
三
九
回
九
ウ
ラ
第
行
批
 
ナ
シ
第
三
九
回
オ
テ
第
一
行
批 
「
」
「
注
本
」
は
批
「
。
」
に
作
る
。
 
第
四
回
二
ウ
ラ
第
七
行
批
ナ
シ
第
四
回
二
オ
テ
第
七
行
批
ナ
シ
第
四
回
一
ウ
ラ
第
六
行
批
「
一
一
」
「
注
本
」
は
批
「
一
意
。
」
に
作
る
。
 
第
四
回
六
オ
テ
第
二
行
批
ナ
シ
（
の
み
）
第
四
回
四
ウ
ラ
第
九
行
批
ナ
シ
（
の
み
）
第
四
回
四
ウ
ラ
第
五
行
批
「
」
「
注
本
」
は
批
「
」
に
作
る
。
 
第
四
回
四
オ
テ
第
一
行
批
「
一
家
」
第
四
回
三
オ
テ
第
六
行
批
ナ
シ
第
四
回
二
ウ
ラ
第
八
行
批
「
一
家
」
「
注
本
」
は
批
「
一
家
。
」
に
作
る
。
〈
例
三
〉
〈
例
四
〉
〈
例
五
〉
は
、
（
お
「
注
本
」
）
に
の
み
批
が
見
ら
れ
、
に
は
見
ら
れ
な
い
例
で
あ
る
。
一
方
、
〈
例
六
〉
は
の
み
が
批
を
く
。
 
 
第
三
九
回
六
ウ
ラ
第
三
行
批
「
何
」 
第
三
九
回
五
ウ
ラ
第
四
行
批
「
何
」 
第
六
行
批
「
」 
－ 115 －
116
第
三
九
回
五
オ
テ
第
五
行
批
「
何
」
「
注
本
」
は
批
「
何
」
に
作
る
。
 
〈
例
七
〉
は
、
で
の
に
つ
い
て
、
と
が
を
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
の
子
の
長
と
家
の
を
言
と
と
も
に
、
二
四
を
し
て
地
の
に
、
二
を
し
て
に
、
ま
た
二
四
を
し
て
き
人
に
向
け
て
、
あ
わ
せ
て
八
の
り
を
た
と
い
う
。
本
文
「
二
四
地
」
に
対
し
て
、
（
お
「
注
本
」
）
に
お
い
て
は
「
何
（
い
っ
た
い
ど
こ
で
が
合
う
の
だ
）
」
と
い
う
批
が
さ
れ
て
い
る
が
、
で
は
「
何
」
と
「
」
が
れ
た
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
意
が
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。 
 
 
第
三
九
回
八
オ
テ
第
七
行
批
「
以
一
文
書
」
第
三
九
回
七
オ
テ
第
二
行
批
「
以
二
文
書
」
第
三
九
回
六
ウ
ラ
第
六
行
批
ナ
シ
批
「
以
一
文
書
」
「
注
本
」
は
批
ナ
シ
、
批
「
以
一
文
書
。
」
に
作
る
。
 
第
三
九
回
五
オ
テ
第
一
行
批
「
講
作
四
接
言
以
作
一
」
第
三
九
回
二
オ
テ
第
九
行
批
「
講
作
四
接
言
以
作
一
」
第
三
九
回
二
ウ
ラ
三
オ
テ
批
ナ
シ
批
「
講
作
四
接
言
以
作
一
」
「
注
本
」
は
批
ナ
シ
、
批
「
講
作
四
。
接
言
以
作
一
。
」
に
作
る
。〈
例
八
〉
〈
例
九
〉
は
、
（
お
「
注
本
」
）
で
は
批
と
し
て
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
で
は
批
と
し
て
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
述
し
た
う
に
、
は
に
批
を
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
で
批
と
し
て
さ
れ
て
い
た
批
が
、
で
は
批
と
し
て
さ
れ
る
ー
ス
が
に
多
い
。
 
第
四
回
二
ウ
ラ
批
ナ
シ
第
四
回
二
オ
テ
批
ナ
シ
第
四
回
一
ウ
ラ
批
ナ
シ
批
「
可
知
夜
出
」
「
注
本
」
は
批
ナ
シ
、
批
「
可
知
夜
、
出
」
に
作
る
。
 
第
四
一
回
六
オ
テ
第
七
行
批
「
不
去
」
第
四
一
回
六
ウ
ラ
第
一
行
批
「
不
不
去
」
第
四
一
回
五
オ
テ
第
一
行
批
「
不
去
」
第
四
一
回
五
オ
テ
第
五
行
批
「
不
不
去
」
第
四
一
回
四
ウ
ラ
五
オ
テ
批
ナ
シ
批
「
不
的
不
去
不
去
不
不
去
」 
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「
注
本
」
は
批
ナ
シ
、
批
「
「
不
的
」
不
去
、
「
不
去
」
不
不
去
。
。
」
に
作
る
。
し
か
し
の
批
が
で
は
全
て
批
と
し
て
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
〈
例
〉
の
う
に
、
（
お
「
注
本
」
）
で
は
批
に
作
る
も
の
が
、
に
は
批
、
批
、
批
の
い
ず
れ
の
形
に
お
い
て
も
見
ら
れ
な
い
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
〈
例
一
〉
は
、
（
お
「
注
本
」
）
で
批
と
し
て
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
、
一
部
の
み
が
の
批
と
し
て
さ
れ
る
ー
ス
で
あ
る
。
が
本
文
の
「
不
的
」
、
「
不
去
」
を
し
た
で
そ
れ
れ
説
を
え
る
の
に
対
し
、
は
本
文
「
不
的
」
、
「
不
去
」
の
ら
に
接
説
を
え
る
た
め
、
本
文
の
は
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
の
批
が
機
的
に
の
批
と
し
て
移
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
の
な
い
形
で
合
理
的
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
え
る
の
で
あ
る
。
以
、
批
に
つ
い
て
は
、
文
の
同
、
の
い
が
在
す
る
こ
と
は
も
と
り
、
で
は
批
と
し
て
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
で
は
批
と
し
て
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
全
て
が
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
機
的
に
移
行
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
が
で
き
た
。
批
、
批
、
批
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
れ
批
評
と
し
て
の
役
割
の
い
が
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
も
の
の
、
述
の
例
か
ら
は
、
テ
キ
ス
ト
に
っ
て
そ
う
し
た
前
を
見
す
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
主
と
し
て
小
円
が
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
小
も
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
さ
れ
る
に
も
い
が
見
ら
れ
る
。
 
第
一
回
二
オ
テ
回
最
終
の
み
ア
リ
第
一
回
九
ウ
ラ
オ
テ
回
最
終
の
み
ア
リ
第
一
回
一
オ
テ
回
全
体
に
ア
リ
た
と
え
ば
〈
例
二
〉
の
回
の
七
言
（
一
、
二
）
で
は
、
に
つ
い
て
は
全
体
に
が
さ
れ
る
も
の
の
、
で
は
七
目
に
の
み
が
さ
れ
る
。
同
に
、
に
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
多
く
の
で
同
が
見
ら
れ
る
。 
第
四
一
回
三
オ
テ
第
六
行
「
一
」
第
四
一
回
二
ウ
ラ
第
三
行
「
一
」
第
四
一
回
二
オ
テ
第
四
行
「
一
」
 
第
四
一
回
四
オ
テ
第
一
行
「
月
」
第
四
一
回
三
オ
テ
第
五
行
「
月
」
第
四
一
回
二
ウ
ラ
第
八
行
「
月
」
〈
例
三
〉
で
は
、
に
は
見
ら
れ
な
い
が
に
の
み
め
ら
れ
、
〈
例
－ 117 －
118
四
〉
で
は
、
に
は
見
ら
れ
な
い
が
に
の
み
め
ら
れ
る
。
 
第
三
九
回
七
オ
テ
第
一
三
行
「
年
月
五
日
時
生
同
年
七
月
三
日
時
生
」
第
三
九
回
六
オ
テ
第
一
三
行
「
年
月
五
日
時
生
同
年
七
月
三
日
時
生
」
第
三
九
回
五
ウ
ラ
第
二
行
四
行
「
年
月
五
日
時
生
同
年
七
月
三
日
時
生
」
〈
例
五
〉
は
に
お
い
て
、
の
が
し
ず
つ
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
は
に
多
く
、
が
ど
れ
ほ
ど
に
け
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
第
三
九
回
二
ウ
ラ
第
五
行
六
行
「
金
接
過
来
説
小
小
太
」
第
三
九
回
ウ
ラ
第
二
行
三
行
「
金
接
過
来
説
小
。
。
。
。
。
。
小
太
」
第
三
九
回
ウ
ラ
第
六
行
七
行
「
金
接
過
来
説
小
小
太
」
〈
例
六
〉
は
、
で
は
小
円
と
小
が
い
ら
れ
て
お
り
、
一
見
す
れ
ば
意
的
に
使
い
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
の
う
に
も
思
え
る
が
、
に
お
い
て
は
全
て
小
円
で
あ
る
。
以
、
に
つ
い
て
も
、
テ
キ
ス
ト
に
っ
て
の
同
が
在
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
た
。
 
者
は
『
金
』
を
中
心
と
し
た
小
説
の
版
本
に
つ
い
て
を
行
う
過
で
、
い
か
に
り
の
状
が
く
と
も
「
小
説
は
評
を
う
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
版
木
の
に
っ
て
文
が
つ
れ
や
す
い
評
は
っ
に
ら
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
く
、
評
が
な
い
方
が
読
み
や
す
い
う
に
も
思
わ
れ
る
（
実
、
印
本
が
場
す
る
と
批
評
は
ッ
ト
さ
れ
る
う
に
な
る
）
。
し
か
し
多
く
の
小
説
は
あ
く
ま
で
「
評
込
み
」
で
一
つ
の
世
界
を
し
て
お
り
、
最
初
か
ら
「
批
評
あ
り
き
」
で
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
作
品
も
在
し
て
い
る
。
評
の
研
究
は
、
版
本
研
究
の
一
に
と
ど
ま
ら
ず
、
小
説
の
作
ら
れ
方
、
出
版
の
、
の
在
り
方
な
ど
、
な
問
題
を
考
え
る
で
、
重
な
視
を
も
た
ら
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
文
以
に
テ
キ
ス
ト
間
の
同
も
大
き
く
、
目
的
に
っ
て
重
に
テ
キ
ス
ト
を
定
す
る
こ
と
が
め
ら
れ
る
。
者
は
か
つ
て
竹
の
批
評
を
考
す
る
、
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
い
る
べ
き
か
に
つ
い
て
を
ま
せ
た
。
果
た
し
て
ど
の
テ
キ
ス
ト
が
最
も
竹
の
意
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
そ
も
－ 118 －
119
そ
も
「
評
者
竹
」
と
は
な
の
か
、
何
を
以
て
「
竹
評
」
と
す
べ
き
な
の
か
。
評
者
と
評
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
今
後
め
て
す
る
が
あ
る
。
な
お
、
今
回
の
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
が
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
版
を
い
た
が
、
印
本
に
お
い
て
は
、
に
評
に
お
い
て
の
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
意
す
る
が
あ
る
こ
と
を
え
て
お
き
た
い
（
）
。 
に
者
の
識
不
に
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
評
研
究
が
一
で
は
い
か
な
い
問
題
を
多
に
含
こ
と
を
め
て
し
た
た
め
、
こ
こ
に
わ
ず
か
な
が
ら
例
を
て
、
し
う
と
す
る
第
で
あ
る
。
 
（
）
大
木
に
は
、
『
明
の
出
版
文
化
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
）
『
中
明
の
メ
デ
ィ
ア
が
本
を
読
』
（
書
房
、
二
〇
〇
九
）
ほ
か
、
一
の
研
究
が
あ
る
。
（
）
評
本
に
つ
い
て
は
、
「
評
考
」
（
島
大
学
文
学
部
紀
『
人
文
学
論
』
第
三
一
、
一
九
九
〇
）
、
「
明
代
評
考
」
（
『
方
学
立
五
年
方
学
論
』
一
九
九
七
）
、
野
和
「
明
書
動
考
初
と
出
版
」
（
『
日
本
中
学
報
』
第
五
、
一
九
九
八
）
に
詳
し
い
。
（
３
）
「
明
代
評
考
」
（
注
（
）
）
に
れ
ば
、
「
「
」
は
、
本
文
の
に
れ
た
、
重
な
に
対
し
て
さ
れ
た
、
、
な
ど
で
あ
る
。
形
は
で
、
く
使
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
（
あ
る
い
は
）
、
（
あ
る
い
は
）
、
が
あ
る
。
「
」
は
の
に
小
円
を
す
こ
と
、
は
の
に
小
を
す
こ
と
、
は
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
」
と
。
ま
た
、
「
」
と
と
も
に
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
批
評
」
が
あ
る
。
「
批
評
」
は
、
本
文
に
対
し
て
に
短
い
メ
ン
ト
を
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
に
り
、
批
、
批
、
批
、
批
、
ま
た
、
評
、
評
、
評
、
評
と
ば
れ
る
。
こ
の
「
」
と
「
批
評
」
を
あ
わ
せ
て
、
「
評
」
あ
る
い
は
「
批
」
と
い
う
。
と
も
に
、
本
文
に
対
す
る
批
評
行
為
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
本
稿
で
い
る
は
、
原
と
し
て
に
る
。
（
）
前
論
文
の
ほ
か
、
『
中
小
説
評
研
究
』
（
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
、
大
木
「
の
批
評
形
」
（
『
と
明
文
学
』
書
、
二
〇
一
八
）
、
見
生
「
初
と
評
」
（
『
大
学
中
中
文
学
研
究
紀
』
第
二
一
、
二
〇
一
八
）
が
あ
る
。
（
）
田
「
近
世
小
説
の
見
『
新
画
』
と
馬
の
金
聖
批
」
（
『
近
世
小
説
・
為
と
に
関
す
る
見
』
大
学
学
出
版
社
、
一
九
九
三
）
、
小
「
金
聖
と
沢
馬
の
小
説
論
」
（
中
短
大
学 
『
論
』
第
二
七
、
一
九
九
六
）
、
田
行
『
馬
と
書
物
世
界
の
』
第
二
部
「
中
小
説
の
と
」
（
八
木
書
、
二
〇
一
一
）
に
詳
し
い
考
が
あ
る
。
（
）
『
『
金
』
の
想
と
そ
の
』
第
二
部
「
時
代
の
『
金
』
」
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
）
主
『
金
大
』
（
書
社
、
一
九
九
一
）
に
る
。
－ 119 －
120
（
８
）
注
（
）
に
同
じ
。
（
）
に
つ
い
て
は
「
立
書
デ
ジ
タ
ル
レ
ク
シ
ョ
ン
」
（https://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?featureCode=all&
searchW
ord=%
E7%
A
C%
A
C%
E4%
B8%
80%
E5%
A
5%
87%
E6%
9B%
B8&
full
text=1&
view
Restricted=0
）
を
、
に
つ
い
て
は
「
立
米
沢
書
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
（http://w
w
w
.library.yonezaw
a.yam
agata.
jp/dg/A
A
110.htm
l
）
を
、
に
つ
い
て
は
「
大
学
文
化
研
究
善
本
全
文
像
」
（http://shanben.ioc.u-tokyo.ac.jp/
m
ain_p.php?nu=D
8644800&
order=rn_no&
no=04540
）
を
し
て
を
行
っ
た
。
（
）
本
書
は
、
大
書
「
本
究
本
」
と
吉
大
学
書
「
本
究
本
」
の
本
文
お
評
に
文
の
同
が
あ
る
こ
と
を
、
吉
大
学
書
本
は
大
書
本
に
を
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
吉
大
学
書
本
の
方
が
「
れ
て
い
る
」
こ
と
を
し
た
で
、
吉
大
学
書
本
を
本
と
し
、
大
書
本
を
定
に
い
る
。
（
）
「
本
究
本
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
内
で
も
い
く
つ
か
の
が
さ
れ
て
お
り
、
者
も
二
〇
一
九
年
に
文
の
も
の
を
し
た
。
し
か
し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
デ
ジ
タ
ル
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
も
あ
っ
て
最
終
的
な
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
は
の
注
本
を
参
考
と
し
て
い
る
に
と
ど
め
る
。
（
）
以
、
回
前
評
に
つ
い
て
、
ウ
ブ
の
デ
ー
タ
を
す
る
り
に
お
い
て
は
テ
キ
ス
ト
に
っ
て
一
部
も
見
ら
れ
る
（
た
と
え
ば
で
は
第
五
一
回
お
第
七
九
回
の
回
前
評
を
く
、
）
。
し
か
し
こ
こ
で
は
版
本
の
問
題
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
、
に
つ
い
て
は
取
り
な
い
。 
（
）
参
考
、
参
考
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
「
田
大
学
書
合
デ
ー
タ
ー
ス
」
（https://w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/he21/
he21_01586/index.htm
l
）
（https://w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki
/htm
l/he21/he21_03765/index.htm
l
）
を
し
て
を
行
っ
た
。
（
）
『
金
訳
文
』
に
つ
い
て
は
、
稿
「
時
代
の
『
金
』
」
（
『
ア
ジ
ア
学
一
〇
五
日
本
文
と
中
』
（
出
版
、
二
〇
〇
七
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
）
注
（
）
に
同
じ
。
（
）
こ
こ
で
る
は
、
「
立
米
沢
書
本
」
の
も
の
で
あ
る
。
（
）
稿
「
宮
物
『
金
』
の
印
本
を
め
っ
て
」
（
『
中
学
研
究
論
』
第
三
三
、
二
〇
一
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
〈
〉 
今
回
の
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
機
関
に
、
め
て
の
意
を
し
た
い
。 
本
稿
は
、
日
本
学
学
研
究
助
金
基
盤
研
究
（
）
「
中
小
説
の
批
評
に
関
す
る
研
究
」
（
研
究
題
20K
00370
）
に
る
研
究
果
の
一
部
で
あ
る
。 
（
か
わ
し
ま
う
こ
、
島
大
学
大
学
人
間
社
学
研
究
教
） 
 
－ 120 －
